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論文内容要旨
 .その雪田電位増加率について
 Adrianらによつて,光駆動反応り存在が知られていたにかかわらず,臨床的意義は充デトに
 知られてむらず,充分な注意が払らわれていなかった。
 間歇的閃光刺激をあたえたときに生ずる駆動反応の強さの判定にあたっては,His七〇gram
 を作成し,閃光頻度に対応する周波数の脳波の個数とその電位の大きさとを併せて考えられて来
 た。しかし,この方法は手動にしても,電子計算機のたすけをかりるにしても困難な仕事である。
 周波数自動分析の普及によって,自動分析計の示す電位め実測値を用いて定星1化しようとされ
 て来た。しかし小児ではとくに,周波数でも,電位でも年令差,個人差が強く,刺激時の分析計
 の電位のみで定量化することは困難である。すなわち,安静時での周波数成分を考慮に入れなけ
 ればなら左い。筆者は,この点に注意を払い,分析計を用いて安静時に対する刺激中の分析計の
 示す電位の増加率をとり定量化を試みた。此れを鍾に電位増加率と名づけた。故に(これは下記の
 式によって簡単に計算されろ。・ナ左わち
b-a
 電位増加率=一一一x100
a
 a:安静時のある帯域の分析針の電位の実測値
 丁):刺激中のある帯域の分析計の電位の実測値
 こうした操作を各flicker毎,全領域にわたって算出することにより電位増加率のグラフ
 を作成・することが出来,かつ各々の型の駆動反応を明らかに見るく:とが出来た。
 本法がよく駆動反応を表現しているかどうかについては,実際にIn七erValTimeHisto-
 grすmを作り比較するのがもっとも良い。き能書は電子計算機を応用し症例のHis七〇gramを
 作り比較したところ,α一帯域をのぞいてよく一致してレー・た。
 今回発表した万法は,Tim日InterValUi6七〇fζr&mを作るよりは簡便であり,従来
 の刺激時の周波数自動分析計の示す電位のみの方法ばりも安静時の周波数成分が考慮されている
 点ですぐれていると考えられる。
 その2:正常児童の駆動反応
 脳波が中枢神経系の成熟にともなって変化していくことはすでに知られていることである。脳
 波の成熟についてはとぐに基礎波¢)分析に」こつで二1"われている。
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 光駆動反応の成熟についてはEllingSOn,太田原,勝呂らの報告があるが,Elling80n
 は成人のものであり,太郎原,勝呂は新生児での報告であった。いづれも,年令的あるいは月令
 的に差をみとめている。
 筆者は電位増加率により各個人聞の駆動反応の強さの比較を行ない,年令によって差の有無を
 求めた。研究対称としたのは5才より42才までの脳波的に正常な幼稚園児,・」・学校児童計88
 名であった。
 〔1〕FU.naa皿enta■re6POnseにつレ、て0
 1)δ一帯域:今回の対称とした年令群では年令的差は認められなかった。
 2)θ一帯域:とくにすぐれた反応を呈するものの群{eXceeαingre8POnsegrOUp)
 は年令とともに増力口の傾向があり,,明らか左成熟現象が見られた。
 る)α一帯域:いわゆるα一blockingの現象があり,方法論的に追究し得なかった0
 4)μイー帯域:goOdre8pon8e以上の反応を呈する群峰全年令層を通じて50%から
 70%の出現頻度を有し,この帯域がもっとも反応しやすいことを示していた。とくに,9才以
 下の群と9才以上の群との間には著明な差があり,900dresponse以上の反応を示すもの
 は,9才以下では50%前後であるのに9才以上では70%を超えていた。9才と云う年令が何
 らかのエポックを作る年令であると考えられ注目された。
 5)メ92一帯域:年令的に差は認諒)られ左かつた。
 〔H〕HarmonicreSPOnSe:
 1)2nd.Har皿Onicre8ponse:900dre8POn86以上の反応を示すものは年令と
 ともに培1加してゆく傾向が認改)られた。すなわち,5～6才群,45.5%」1～12才群i,
 65,0%であった0
 2)ろrdHar皿Onicre8pon89:一定の1頃「句は言忌められなカユつた。
 〔m〕SUbharmOnicre8POn6e:
 1)2n吐SULbharmOnicreSPOnsθ:900d■response以上の反応を汚せものは直
 線的に年令と平行関係のある(二とがみとめられた。
 2)5rO8Ubharmonicre8POn8e:年令との醐に一定の傾向は見られ友かつた。
 以上述べたように,.とぐにFund-a皿gntalre6POn6eのθ一,〃1～帯域,2nαharmo-
 nicrespon8e,2ndsubharlnonicreepon8eでは年令との闘に平行関係がみ
 られた。すなわち,駆動反応の成熟現象を示すものである。
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 審査結果の要旨
 本研究は年令の進むπつれて,脳発育の変化を,光駆動反応の面より研究したものである。
 ,自動周波数分析計を用い,刺戟前安静時に,分析計の示す電
 位に対す馴i[1戟1'll訴1⊇位の増力II率を求めだ。この電位増加率をグラフ化することによつで各種の光
 駆!.'り反応のっ上ざを知ることが出来るn
 比方法を用いて,5才～12才の正常小児88例について,光蕊動反応と,年令との関係を研究
 した。なむ電位檸加率25%以下をpoorrespon$e,25-50%を皿oderatere8po-
 n8e,50-1巳0%をgooαrespon8e,100%以上をexceedingrespon日eと規
 定した。
 {1〕Funαa皿entalre8pon8e
 (a}θ帯域での駆動反応はexceedingre8POn8eを示すものは,年令が長ずるにしたが
 って,出現頻度は高くなる。
 勧4帯域ではgood。re8POn8e以上の反応を示すものは,年令硲長ずるにしたがって,
 出現率は高ぐな.り,ことに9才以上と,9才以下とでは著明な差を示す∩
H)HarmouiCre8poτ18e
 (a12ndharmonicre8po乎8eのgooこre81珀n臼e以上を示す例は,年令と共に
 増加する。
 田)Sub-h&r皿OniCre6POn8e
 (a12nd・sub-h&monicrespon日eでgσodre臼ponse以上を示す例が年令と
 共に増加を示す。
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